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果の報告である。 RA患者関節滑膜浸潤単核球におい
て， RA患者末梢血と比較し，活性化した panT細胞，
抗体産生を増強するのに必要な helper細胞が著明に
増加していた。さらに活性化B細胞，形質細胞が増加
していた。一方抗体産生を抑制する suppressor ef-
fector T細胞及びこの細胞を誘導するのに必要とされ
るsuppressor-inducerT細胞が減少していた。以上の
結果から， RA患者関節滑膜内では，免疫応答が活発
に起こっていること，さらに suppressorcircuitが作
動し難い環境にあれ自己抗体の産生が強4引き起こ
されている可能性が示唆された。
医学研究科委員会は審査委員の報告に基づいて審査
した結果，本論文は慢性関節リウマチ関節滑膜内のリ
ンパ球組成を解明し，本疾患の病因論の解明の進展に
大きく貢献した研究と考え，学位に充分値するものと
して合格と判定した。
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